
モニタリングシステムの改善点や活用方法について
話し合う伊藤さんとペルーの政府職員の人々。

Republic of Peru

ペルー

　世界で第４位の熱帯林面積を有し、
国土面積の約53％を森林が占める。中
南米の中で最も安定した国の一つだ
が、一方で貧富の格差が大きく、国民の
3割以上が貧困層に属している。特に、
山岳地域やアマゾン地域における貧困
層の割合が高いとされている。

国名  ：ペルー共和国
通貨 ： ソル
人口 ：約3,199万人

（2018年、世界銀行）
公用語 ：スペイン語（他にケチュア語、

アイマラ語等）

首都：リマ

森
か
ら
世
界
を
変
え
る

　
世
界
規
模
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖

化
に
お
い
て
、
森
林
保
全
は
重
要
な
取

り
組
み
の
一
つ
だ
。
宇
宙
航
空
研
究
開

発
機
構
（
J
A
X
A
）
と
J
I
C
A

は
、
世
界
の
熱
帯
林
と
生
物
多
様
性
の

保
全
、
そ
し
て
気
候
変
動
対
策
の
た
め
、

衛
星
技
術
を
利
用
し
て
各
国
の
森
林
管

理
に
貢
献
す
る
目
的
で
、
2
0
1
6

年
に
「
森
林
ガ
バ
ナ
ン
ス
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
の
も
と
に
開
発
さ
れ
た
の

が
、
J
A
X
A
の
人
工
衛
星
「
だ
い

ち
2
号
（
A
L
O
S-

2
）」
の
画
像
を

活
用
し
た
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
「
J
J-

F
A
S
T
」
だ
。

「
J
J-
F
A
S
T
に
は
世
界
中
ど
こ

か
ら
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
て
自
由
に
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
説
明
し
て
く

れ
た
の
は
J
A
X
A
の
田
殿
武
雄
さ

ん
。
国
に
よ
っ
て
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

回
線
が
脆
弱
で
、
衛
星
画
像
の
よ
う
な

容
量
の
大
き
な
デ
ー
タ
を
扱
う
に
は
障

害
が
多
い
。
森
林
被
覆
の
変
化
が
あ
っ

た
部
分
だ
け
を
地
図
に
落
と
し
込
ん
で

い
る
J
J-

F
A
S
T
を
使
え
ば
、デ
ー

タ
へ
の
ア
ク
セ
ス
や
活
用
が
し
や
す
い
。

　
ま
た
シ
ス
テ
ム
の
要
で
あ
る
A
L
O
S- 

2
の
最
大
の
特
徴
は
、
宇
宙
か
ら
で
も

雲
の
下
の
森
林
を
観
測
で
き
る
こ
と
だ
。

年
の
半
分
近
く
は
雲
に
覆
わ
れ
頻
繁
に

雨
の
降
る
ア
マ
ゾ
ン
の
よ
う
な
熱
帯
林

で
も
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
可
能
と
な
る
。

高
度
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
で
見
え
て
き
た
も
の

　
ペ
ル
ー
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
次
ぐ
第
2
位

の
面
積
が
あ
る
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
林
や
、

南
米
太
平
洋
岸
で
最
大
規
模
の
乾
燥
林

な
ど
広
大
な
森
林
を
有
し
て
い
る
。
し

か
し
同
国
で
は
違
法
な
伐
採
が
年
々
増

え
て
お
り
、
C
O
2
排
出
量
の
約
4

割
が
森
林
伐
採
を
含
む
土
地
利
用
の
変

化
に
よ
る
も
の
と
も
い
わ
れ
、
森
林
保

全
に
よ
る
C
O
2
排
出
削
減
は
重
要

な
意
味
を
持
つ
。
J
I
C
A
は
16
年

か
ら
A
L
O
S-

2
を
は
じ
め
と
す
る

最
新
の
人
工
衛
星
画
像
を
使
っ
た
森
林

マ
ッ
プ
や
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
を
整
備
し
、
違
法
森
林
伐
採
の
取
り

締
ま
り
体
制
や
関
係
者
の
能
力
強
化
を

目
的
に
し
た
技
術
協
力
を
行
っ
て
き
た
。

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
J
J-

F
A
S
T

を
既
存
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込
む
ほ
か
、
性
質
の
異
な
る
さ
ま

ざ
ま
な
衛
星
画
像
を
活
用
し
て
、
認
識

が
難
し
い
と
さ
れ
て
き
た
落
葉
す
る
乾

燥
林
や
地
面
が
水
に
浸
か
っ
て
い
る
浸

水
林
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方

法
も
開
発
し
て
い
ま
す
」
と
、
国
際
航

業
の
小
出
隆
広
さ
ん
は
説
明
す
る
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
括
を
務
め
る
日
本
工

営
の
吉
野
倫
典
さ
ん
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
活
動
を
通
じ
て
、
世
界
的
に
注
目
度

が
高
い
ア
マ
ゾ
ン
熱
帯
林
と
比
べ
て
あ

ま
り
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
乾

燥
林
や
浸
水
林
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
大
き

な
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

デ
ー
タ
を
有
効
活
用
で
き
る

体
制
づ
く
り
を

　
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
吉
野
さ
ん
は
、

「
技
術
の
発
展
に
よ
り
森
林
伐
採
の
状

況
を
把
握
す
る
能
力
は
確
実
に
向
上
し

て
い
ま
す
が
、
検
知
さ
れ
た
情
報
を
森

林
保
全
の
現
場
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く

か
は
ま
だ
ま
だ
試
行
錯
誤
の
段
階
で
す
。

マ
ッ
プ
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
デ
ー
タ
が
現

場
で
有
効
活
用
さ
れ
、
森
林
減
少
の
抑

制
に
結
び
つ
か
な
け
れ
ば
保
全
を
達
成

し
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
」
と
指
摘
す
る
。

そ
ん
な
な
か
で
、
北
部
海
岸
乾
燥
林
を

有
す
る
ラ
ン
バ
イ
エ
ケ
州
で
は
森
林
保

全
に
関
係
す
る
複
数
の
組
織
の
調
整
機

関
と
し
て
地
方
円
卓
会
議
を
立
ち
上
げ

国際航業  海外コンサルティング部
小出隆広（こいで・たかひろ）さん（左）
リモート・センシング技術センター  研究開発部
伊藤拓弥（いとう・たくや）さん（中央）
日本工営  コンサルティング事業統括本部
吉野倫典（よしの・みちのり）さん（右）
　JICAから委託を受けて事業に参加。「デジタル技術の発展で
さまざまなデータが取れるようになりました。これらをどう集約し効
果的に活用していくかは、ペルーだけでなく日本の課題でもあり
経験は貴重だと思います」と伊藤さん。

た
。
今
年
の
3
月
か
ら
は
円
卓
会
議
と

森
林
所
有
者
で
あ
る
地
元
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
の
試
験

的
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
森
林
の
監
視
、警
戒
グ
ル
ー

プ
を
つ
く
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

し
た
マ
ッ
プ
も
活
用
し
て
森
林
管
理
計

画
の
作
成
な
ど
も
進
め
て
い
く
予
定
だ
。

　
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
住
民
の
所
得
が
下
が
り
、
農
地
へ

の
転
換
や
薪
利
用
な
ど
の
た
め
、
森
林

の
違
法
伐
採
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
現
地
の
関
係
者
は
、
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
か
ら
一
歩
進
ん
で
現
場
で
の

監
視
、
そ
し
て
警
戒
に
踏
み
込
む
今
回

の
新
し
い
取
り
組
み
に
期
待
を
寄
せ
て

い
る
そ
う
だ
。「
森
林
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
結
果
が
現
場
の
関
係
者
と
住
民
に
き

ち
ん
と
伝
わ
り
、
啓
発
や
現
場
で
の
監

視
、
警
戒
活
動
と
保
全
に
結
び
つ
く
よ

う
な
〝
生
き
た
体
制
〞
を
築
く
こ
と
が

今
後
の
目
標
で
す
」と
吉
野
さ
ん
は
語
る
。

宇宙航空研究開発機構
田殿武雄（たどの・たけお）さん
「現在のシステムは監視のためのものなので、変化
を検出して初めて行動できます。今後は変化を“予
測”できるようなものを開発できたらと思っています」

プロジェクトが新たに
開発したモニタリング
システム。森林に変化
のあった箇所は赤い線
で囲まれている。アマ
ゾン熱帯林の森林減
少の様子がより明確
に見える。

データをもとに、今後の監視体制や資源活用の計画
を話し合う現地の関係者。

システムが検出した違法伐採の現場を訪れ、被害状況な
どを詳しく調査していく。

森林モニタリングシステム上で変化が検出された箇所を飛行機で
空から検証。実際に森の一部が伐採されていた。

上：J A X Aの陸域観測技
術衛星 2号「だいち2号
（ALOS-2）」のCG画像。
左 ： ALOS-2がとらえたアマ
ゾンの様子。JJ-FASTでは
ここから変化のあった部分
だけを抽出し、地図情報に
落とし込んで提供する。

©JAXA

システム活用の現場システムの
よりよい開発と運用を

目指します

ペルーで使われている、
JJ-FASTが組み込まれ
た森林モニタリングシス
テムの実際の画面。

ALOS-2の衛星画像

JAXAの陸域観測技術衛星2号「だいち2号（ALOS-2）」を使って熱
帯林の伐採・変化の状況をモニタリングし、インターネット経由でパソコン
やスマートフォンから無償で簡単にアクセスできる形で提供しているサー
ビス。1.5か月おきに、現在77か国の熱帯林を観測することができる。

JJ-FAST（JICA-JAXA熱帯林早期警戒システム）とは

違法伐採を食い止めるために！
森林に関するデータを
まとめて管理

©JAXA

人工衛星が支える高精度の
森林モニタリングシステム
案件名 ペルー森林保全及びREDD+メカニズム能力強化プロジェクト

2016年４月～2020年12月

雲がかかっていても地上の様子を観測できる日本のレーダー技術など、
多様な衛星技術を使った森林モニタリングシステム。
広大な森林を保全する途上国で成果を上げている。
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